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条 幅 規 定 参 考 手 本　　 ― 11月末日 締切―
 

〈 

隷　

 

書 

〉
（
こ
の
課
題
で
書
体
は
自
由
。
但
し
、
こ
の
課
目
は
一
人
一
点
の
み
と
す
る
）

 

〈 

行　

 

書 

〉

清　

原　

大　

龍　

先
生
書

　

次
号
予
告
「
雪
中
放
馬
朝
尋
跡　

雲
外
聞
鴻
夜
射
聲
」

□
懐か
い

を
澄す
ま

し
塵じ
ん

慮り
ょ

を
屛し
り
ぞく
。　
（
汪
棣
）

条幅随意・条幅随意（臨書）参考手本　　 ― 11月末日 締切―
　

心
を
清
く
し
て
塵
俗
の
か
ん
が
え
を
退
け
去
る
。

吉　

田　

成　

美　

先
生
書



3

条幅随意・条幅随意（臨書）参考手本　　 ― 11月末日 締切―

条
幅
随
意
（
臨
書
）（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
は
一
人
一
点
の
み
と
す
る
）

舟　

尾　

圭　

碩　
先
生
書

井
之
上　

南　

岳　
先
生
臨

□ 

吹
き
む
す
婦ふ　

可か

勢せ

八は

む
可か

し
の　

秋
な
可か

羅ら　

あ
り
志し

耳に

裳も

二に

ぬ　

そ
て
の
つ
遊ゆ

可か

な　
　

≪
新
古
今
和
歌
集
三
一
二　

小
野
小
町
≫

　

  

吹
き
む
す
ふ　

風
は
む
か
し
の　

秋
な
か
ら　

あ
り
し
に
も
似
ぬ　

袖
の
露
か
な

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

▽
興
福
寺
断
碑 

不
曉
玉
犬
吠
而
秋
以
暮
瘞
將
軍
於
地
下
意
氣
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半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 11月末日 締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

吉　

田　

成　

堂　
先
生
書

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

条幅随意（半折1/2）漢字・詩文書の手本は、各月 
交互の掲載となります。

条 幅 随 意 参 考 手 本　　 ― 11月末日 締切―

条
幅
随
意
（
半
折
1/2
横・
の・
み・
） （
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

吉　

田　

成　

堂　
先
生
書

□ 

断　

層　
　

藏
原
伸
二
郎
の
詩　
　
　

秋
天
の
深
さ
を
知
ろ
う
と　

山
の

に
来
て　

断
層
の
地
す
べ
り
を
見
た

≪
手
本
（
課
題
例
）
に
と
ら
わ
れ
ず
意
欲
的
な
作
品
を
期
待
し
ま
す
。≫　
　

 

半
折
作
品
は
各
課
目
ご
と
に
横
1/8
に
一
枚
ず
つ
た
た
ん
で
提
出
く
だ
さ
い
。

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

山　本　飛　雲 先 生 書

条幅随意（半折1/2）漢字・詩文書の手本は、各月 
交互の掲載となります。

□ 

霊れ
い　

根こ
ん

す
べ
て
の
人
に
そ
な
わ
る
霊れ

い
み
ょ
う妙（
人
知
で

は
は
か
り
知
れ
な
い
ほ
ど
す
ぐ
れ
て
い
る

こ
と
）
な
は
た
ら
き
の
こ
と
。

 

―
禅
林
名
句
墨
場
辞
典
―
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半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 11月末日 締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

□
茶さ

香こ
う

雪ゆ
き

を
帯お

び
て
浮う

か

ぶ
（
王
九
徴
）

　

汲
み
だ
し
た
茶
は　

雪
の
如
き
泡
を
立
て
て
香
ば
し
い
。

吉　田　成　美  先 生 書

次
号
予
告
「
山
月
夜
窓
寒
」
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 11月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

半紙随意の漢字・詩文書の手本は、各月 交互の掲載となります .

半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 11月末日 締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

□
茶さ

香こ
う

雪ゆ
き

を
帯お

び
て
浮う

か

ぶ
（
王
九
徴
）

　

汲
み
だ
し
た
茶
は　

雪
の
如
き
泡
を
立
て
て
香
ば
し
い
。

吉　田　成　美  先 生 書

次
号
予
告
「
山
月
夜
窓
寒
」
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 11月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

渡　邉　大　嶽  先 生 書

半紙随意の漢字・詩文書の手本は、各月 交互の掲載となります .

≪
詩
文
書
≫　

光
は　

闇
の
奥
か
ら　

来
る　
　

≪
種
田
山
頭
火
の
句
≫
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半 紙 随 意（ 臨 書 ）参 考 手 本　　 ― 11月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目は一人一点とする）

≪
臨　

書
≫　

一
字
の
中
の
余
白
に
留
意
し
て
、
懐
の
広
い
字
形
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

「
雞
鳴
而
春
不
曉
」

▽ 

興
福
寺
断
碑

半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 11月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

大　坪　桂　子  先 生 臨
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 11月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

≪
仮　

名
≫　

ふ
き
む
須す

布ふ　

可か

勢せ

者は

無む

可か

し
の　

あ
支き

な
可か

ら　

あ
り
志し

耳に

裳も

尓に

努ぬ　

そ
て
の
露
可か

な

舟　尾　圭　碩  先 生 書

　

吹
き
む
す
ふ　

風
は
む
か
し
の　

秋
な
か
ら　

あ
り
し
に
も
似
ぬ　

袖
の
露
か
な
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 11月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

兵　頭　白　慧  先 生 書

半紙随意の実用書・手紙文の手本は、各月 交互の掲載となります

一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ａ≫　  ― 11月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

≪
実
用
書
≫　
因
州
和
紙　

奈
良
筆　

紀
州
箪た

ん

笥す　

出い
ず

石し

焼や
き

 

堺
さ
か
い

打う
ち

刃は

物も
の　

京
友
禅　

近お
う

江み

上じ
ょ
う布ふ　

鈴
鹿
墨
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一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ａ≫　  ― 11月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

≪
暮
ら
し
に
役
立
つ
書
≫　
　
　

小　畠　秋　聲  先 生 書

罫
の
あ
る
便
箋
に
書
い
て
み
よ
う
。
≪
26
㎝
×
18
㎝
≫　

紙
質
は
自
由
。

※ 本研究社にて「特選便箋」を発売しております。本誌裏面をご参照の上、ご利用ください。
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一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ｂ≫　 ― 11月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

小　畠　秋　聲  先 生 書
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一般の方も是非チャレンジしてください。坂元紫香　先生書

今月のかきかたドリル（形や注意する点に気をつけてゆっくり書こう�）
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（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
の
も
の
も
よ
い
。
但
し
、
そ
の
学
年
に
ふ
さ
わ
し
い
語
句
が
望
ま
し
い
。）

小 学 ４ 年 小 学 ３ 年 小 学 ２ 年 ようねん・小学１年

≪
条
幅
1/4=

四
尺
画
仙
紙
半
折
1/4
…
68
㎝
×
17
・
５
㎝
≫　

秋

永

春

霞  

先 

生 

書

中学 ２・３年 中 学 1 年 小 学 ６ 年 小 学 ５ 年

学 生 部 条 幅1/4  参 考 手 本   　  　― 11月末日 締切―学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 11月末日 締切―
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学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 11月末日 締切―

よ
う
ね
ん
・
小
学
一
年

次
号
予
告
「
か　
　

ね
」

□
「
は
」
は
〝
む
す
び
〟
の
筆ふ
で

づ
か
い
、「
ぜ
」
は
筆ひ
つ
じ
ゅ
ん順と

、
二
・
三
画か
く

目め

の
長
さ
の
違ち
が

い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

坂　元　紫　香  先 生 書

小
学
二
年

□
「
い
」「
り
」
の
一
画
目
の
〝
ハ
ネ
〟
は
、
ゆ
っ
く
り
て
い
ね
い
に
、
二
画
目
へ
気
持
ち
を
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

次
号
予
告
「
マ
ン
モ
ス
」

小
学
三
年

次
号
予
告
「
立　
　

冬
」

□
「
天
」の
字
形
は
台
形
に
保
ち
、「
子
」は
〝
ハ
ネ
〟
の
方
向
に
気
を
つ
け
、
懐
の
広
い
文
字
に
し
よ
う
。

吉　田　成　美  先 生 書

小
学
四
年

□
「
思
」
の
〝
田
〟
と
〝
心
〟
の
バ
ラ
ン
ス
に
注
意
し
、
ひ
ら
が
な
の
〝
ハ
ネ
〟〝
ハ
ラ
イ
〟
は
ゆ
っ
く
り
と
。

次
号
予
告
「
白　
　

鳥
」
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学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 11月末日 締切―

小
学
五
年

次
号
予
告
「
強
い
信
念
」

□
「
進
」
は
〝
隹
〟
の
二
画
目
の
タ
テ
を
長
く
出
す
こ
と
。「
歩
」は
下
部
の
〝
少
〟
を
広
く
し
ま
し
ょ
う
。

秋　永　春　霞  先 生 書

小
学
六
年

□
「
国
・
民
・
声
」
は
字
形
を
縦
長
に
と
り
、
特
に
「
民
・
声
」
の
最
終
画
を
伸
び
や
か
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

次
号
予
告
「
風
花
の
ま
う
街
」

中
学
一
年

次
号
予
告
「
将
来
の
夢
」 　

□
各
文
字
の
字
形
や
〝
ハ
ラ
イ
〟・〝
ハ
ネ
〟
を
意
識
し
、
配
置
に
も
気
を
つ
け
て
伸
び
や
か
に
書
こ
う
。

中
学
二
・
三
年

□
文
字
の
字
形
を
意
識
し
て
、
点
画
の
連
続
を
理
解
し
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
思
い
き
り
よ
く
書
こ
う
。

次
号
予
告
「
輝
け
る
未
来
」（
行
書
）
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吉　田　成　美  先 生 書

学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

11月
末

日
締

切
―

とまる

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

（しゃ）（あ）

いちばん　ながく　かく

小学一年
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

11月
末

日
締

切
―

（つく）

はねる　

立ててよこせんにつける

ながくつきでる　

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

（しょく）

一かくで書くはねる はねる はねない

小学三年
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学
生
硬
筆
部
規
定
参
考
手
本
　
　
　
―
11月

末
日
締
切
―

はねる
つきでないはねる

間をあけるはねる

坂
　
元
　
紫
　
香
　
先
生
書
　

小学四年

（む）（ひき）

一画で書くつき出るつき出ないまっすぐ下におろす

小学五年

小
　
畠
　
秋
　
聲
　
先
生
書
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

11月
末

日
締

切
―

上の横画より長い長めにはねるはねる とめる

小
　

畠
　

秋
　

聲
　

先
生

書
　

小学六年

上のよこかくより長い

かきはじめの　ところに

　　　　　ちゅういするはねる はらう

中学


